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国道４号大玉地区の道づくりに関するご意見・お問い合わせは 

国道４号大玉地区：美しい道づくりのスケジュール 

●ニュースレターを見るには？ 
福島河川国道事務所のトップページから、

みち→本宮拡幅 とページをたどるか、 

トップページの上部にある検索の窓に 
「ニュースレター」と入力して検索します 

これまでのニュースレターはホームページでも 

ご覧いただけます 

●美しい大玉に向けて地域のみなさんと協働で活動していきます 

協働体制と内容 地域の 

みなさん 

電気・通信

事業者 

大玉村 福島県 国 

○沿道事業者調整会議 ●  ●   
・官民一体となった緑化 ●  ● ● ● 
・看板のルール ●  ●   
・ボランティアサポート ●  ● ● ● 
・引込柱の地中化 ● ●    
○電柱の集約化 
（横断線の地中化） 

 ●   ● 

○公共広場の電線地中化  ●  ●  
○道路整備（国・県・村）   ● ● ● 

みなさん、いよいよ「アースマウンド」が姿をあらわしましたね。 

 

 
 

ゆったりしていて 

安達太良の山並みに 

似ているね 

緑地は道路の土地なの？ 

民間の土地なの？？ 

何の木が 

国道４号大玉地区では拡幅事業に際して、計画段階から地域の皆さん、沿道事業者の皆さんと景観のあり方に議論を重ねてきました。

成果は少しずつ姿を現しつつありますが、安達太良山に抱かれた大玉の美しい風景を守るため、今後も皆さんのご協力をお願いします。

平成 18年 3月 28 日 

国道 4号大玉地区景観検討懇談会 アースマウンド現地視察 

平成17年 平成18年平成16年 平成19年

大玉地区拡幅工事 大玉地区の景観づくりの検討 

植えてあるのかな 

第６号のニュースから 

● 沿道事業者のご協力により道路と民地にまたがる緑地帯「アースマウンド」が実現 

● 安達太良山の眺望がバッチリ  電線・電柱の片側集約（国道）と地中化（本宮土湯温泉線） 

● これまでの景観の取組みをふり返って・・・ フォローアップ懇談会 が開催されました 

地域の代表と有識者、道路事業者によ
る懇談会を開催し、沿道を含めた景観
づくりのあり方を話し合いました 
（平成 16 年 7 月～平成 17 年 2 月） 

国や自治体の行政担当者、沿道事業
者、地元の市民をまじえて現況景観の
診断を行ないました（平成 16 年 7 月） 

反映 

反映 

結果の検討 立案 

道路景観診断 
の実施 

景観検討 
懇談会 

いぐね植栽 

 拡幅してかえって景色が 
悪くなったらいやだな。  

山がよく見えるようにしたい。 

 事業者と行政との連携で  
もっとよい景観向上策が   

できないだろうか。 

地域景観の 
基本方針 

＜行 政＞  
道路本体の 
デザイン 

＜事業者＞ 
＜住民＞ 
のみなさん  
沿道の 
景観づくり 

電線電柱の集約

アースマウンド

沿道土地利用
ガイドライン 

信号・照明柱の
支柱集約 など

フォローアップ
懇談会※ 

沿道民地の景観配慮

事項についてみなさん

と行政が相談しながら

合意形成を図ります 
調整のための
会合※ 

 

平成 18 年 
3 月 28 日開催 

※事業の進捗をみながら年１回程度開催します

 

スッキリ見えるんです 

安達太良山も道路から 



 

（主）本宮土湯温泉線 工事前 

ボリュームのある緑地になりました。安達太良山の地形をおもわせる緩やかな起伏から「アースマウンド」と呼んでいます。 

当初は大型商業施設の緑地と道路緑地が個別に計画されていましたが、用地区分を越えて一体的に整備することで幅 10m×長さ 400ｍの 

クローバが育つとアースマウンドは

緑に被われます 

民地← →道路用地 

一体的に緑地を整備 

沿道事業者のご協力により 
道路と民地にまたがる緑地帯「アースマウンド」が実現 

国道 工事後工事前 

工事後
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道 4号大玉地区では平成 16年から 

懇談会を開催して、拡幅後の景観を 

住民や沿道事業者の皆さんと一緒に考えてき

ましたが、さる平成 18年 3月 28日、大玉村

でフォローアップ懇談会を開催しました。こ

れは、これまでの懇談会で検討した景観づく

りの方針やデザインが実際の工事に反映され

ているか、みなさんにご覧いただいて評価

するための会合です。当日は 40名の方にお集

まりいただき、現地視察と意見交換をおこな

いました。 

平成 17 年度 国道 4号大玉地区景観検討懇談会

（フォローアップ懇談会） 

日時：平成 18 年 3月 28 日（火）9：30～11：30 

会場：大玉村保健センター ２F 大会議室 

主催：福島河川国道事務所 

これまでは小売業として顧客満足度を充足す

ることに目が向いていたが、今回は買い物に

いらっしゃるお客様だけではなく、通りがか

る方に外から見られるという視点で考える機会

になった。 

（アースマウンドに関わった商業施設の方） 

 

新たに開店する大型商業施設や通信会社・電

力会社が景観向上に貢献している。企業が社

会に対する責任を果たす好例といえるのでは

ないか。 

（ふくしまフォレストエコライフ財団溝口俊夫理事）

 
良い道路とは機能面ばかりでなく、そこを通

ったときにきれいな所と思う、つまりまわり

の景観の良いことが鍵となる。 

この道路では、商業施設、電気通信事業者、 

地域の皆さんと道路事業者がいっしょに景観を

整えることにより、良い道路と感じることがで

きるようになった。この試みは全国でも類を

見ない画期的なことだと考えている。 
（懇談会座長・東京大学 堀繁教授） 

電柱の移動、地中化に取り組んできた。工事

前、工事中、工事後の景観の変化を追ってき

たが、緑になったらまた見たい。 

（電線の集約に関わった通信事業者の方） 

アースマウンドの整備とあわせ、電気事業者・通信事業者のご協力により、電柱の片側（東側）集約が実現しています。 

また、国道と交差する県道本宮土湯温泉線では地中化しています。大玉の空がスッキリ、安達太良山の眺望もバッチリです。 

約３㎞の国道を整備するにあたって、このよ

うな景観懇談会を開催するやり方はおおいに刺

激を得た。今後も大いなる田舎を標榜する大

玉村らしい美しい道づくりに取り組んでいき

たい。 

（浅和定次 大玉村長） 

 

安達太良山の眺望もバッチリ 
電線・電柱の片側集約（国道）と地中化（本宮土湯温泉線） 
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